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） 

「
屈
原
と
楚
辞
」
第
一
回 

「
概
要
」
テ
キ
ス
ト 

 

屈く

つ

原げ

ん

の
強
烈
な
愛
国
の
情
か
ら
出
た
詩
は
、
楚
の
詩
を
集
め
た
「
楚
辞
」
の
中
で
代
表
と

さ
れ
、
そ
の
中
で
も
「
離
騒
」
は
後
世
の
愛
国
の
士
か
ら
特
に
愛
さ
れ
た
。 

「
屈
原
は
王
が
ひ
と
の
こ
と
ば
を
聴
き
わ
け
る
耳
が
な
く
、
讒
言
し
、
へ
つ
ら
う
者
が
明
察

を
お
お
い
か
く
し
、
よ
こ
し
ま
な
者
が
公
平
を
そ
こ
な
い
、
正
し
き
者
が
容
れ
ら
れ
ぬ
の
を

心
か
ら
に
く
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
憂
愁
し
、
ふ
か
く
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
、
『
離
騒

り

そ

う

』
を
作
っ

た
。
離
騒
と
は
、
憂
い
に
と
り
つ
か
れ
る
意
で
あ
る
。
」 

 

（
史
記 

屈
原
・
賈
生

か

せ

い

列
伝 

第
二
十
四
） 

「
楚
辞

そ

じ

」
は
中
国
戦
国
時
代
の
楚
地
方
に
於
い
て
謡う

た

わ
れ
た
詩
の
様
式
の
こ
と
。
ま
た
は

そ
れ
ら
を
集
め
た
詩
集
の
名
前
で
あ
る
。
全
十
七
巻
。
そ
の
代
表
と
し
て
屈
原
の
「
離
騒

り

そ

う

」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
北
方
の
「
詩
経
」
に
対
し
て
南
方
の
「
楚
辞
」
で
あ
り
、
共
に
後
代
の
漢

詩
に
流
れ
て
い
く
源
流
と
さ
れ
る
。
ま
た
賦ふ

の
淵
源
と
さ
れ
、
合
わ
せ
て
辞
賦
と
言
わ
れ
る
。 

 

何
故
「
屈
原
と
楚
辞
」
か 

１
．
北
方
の
「
詩
経
」
に
対
し
て
南
方
の
「
楚
辞
」
で
あ
り
、
共
に
後
代
の
漢
詩
の
源
流
と
さ

れ
る
。 

２
．
「
楚
辞
」
に
お
け
る
感
性
や
訓
話
は
、
日
本
人
の
感
受
性
・
思
考
方
法
の
一
つ
の
源
流
を

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

３
．
楚
の
屈
原
を
取
り
巻
く
歴
史
は
、
中
国
戦
国
時
代
の
一
つ
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
り
、「
史

記
」
の
な
か
で
も
、
手
に
汗
に
ぎ
る
出
来
事
の
連
続
で
あ
る
。 

 「
屈
原
と
楚
辞
」、
全
四
回
の
項
目 

１
． 

第
一
回‥

屈
原
と
楚
辞
の
概
要 

① 

屈
原
の
紹
介 

② 

楚
辞
の
概
要 

③ 

漁
父
辞 

④ 

漁
父
辞
を
典
故
と
す
る
詩
の
紹
介 



鑑賞会 A 250327「屈原と楚辞」１   2 / 18 

 

 

２
． 

第
二
回‥

 

楚
辞
の
主
要
詩
の
紹
介
（「
離
騒
」
は
第
三
回
、
四
回
） 

① 

九
歌 

② 
天
問 

③ 

九
辯 

④ 

招
魂 

⑤ 

各
詩
を
典
故
と
す
る
詩
の
紹
介 

３
． 

第
三
回‥

 

離
騒
の
概
要
と
同
前
半 

① 

離
騒
の
概
要 

② 

離
騒
の
第
一
段
～
九
段 

４
． 

第
四
回‥

 

離
騒
の
後
半
と
後
世
へ
の
影
響 

① 

離
騒
の
第
十
段
～
十
六
段 

② 

離
騒
の
後
世
漢
詩
へ
の
影
響 

  

引
用
・
参
考
図
書 

・ 

「
史
記 

屈
原
・
賈
生

か

せ

い

列
伝 

第
二
十
四
」
（
岩
波
文
庫
） 

・ 

星
川
清
孝
「
楚
辞
」（
新
釈
漢
文
大
系 

明
治
書
院
） 

・ 

藤
野
岩
友
「
楚
辞
」（
集
英
社
） 

・ 

小
南
一
郎
「
楚
辞
」（
岩
波
文
庫
） 

・ 

牧ま
き

角す
み

悦
子
「
詩
経
・
楚
辞
」
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
、 

・ 

村
山
吉
廣
「
詩
経
の
鑑
賞
」
（
二
玄
社
） 

・ 

白
川
静
「
中
国
の
古
代
文
学
（
１
）―

神
話
か
ら
楚
辞
へ
」（
中
公
文
庫
） 

・ 

宇
野
直
人
「
漢
詩
の
歴
史
」
（
東
方
書
店
） 

・ 

宇
野
直
人
・
江
原
正
士
「
漢
詩
を
読
む
①
」
（「
詩
経
」、
屈
原
か
ら
陶
淵
明
へ
）（
平
凡
社
） 

・ 

矢
田
尚
子
「
楚
辞
「
離
騒
」
を
読
む
」
（
東
北
大
学
出
版
） 

・ 

矢
田
尚
子
「
楚
辞
『
漁
父
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
（
東
北
大
学
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
） 

・ 
W

ik
ip

ed
ia 

屈
原
、
楚
辞
、 

 

・ 

ネ
ッ
ト 

離
騒
（
黒
須
重
彦
訳
） 

・ 

ネ
ッ
ト 

中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
、 
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屈 

原 

屈く

つ

原げ

ん

（
BC

三
四
三―

二
七
八
）
は
、
中
国
戦
国
時
代
の
楚
の
政
治
家
、
詩
人
。
姓
は
羋び

、
氏

は
屈
。
諱

い
み
な

は
平
ま
た
は
正
則
。
字
が
原
。
政
治
家
と
し
て
は
秦
の
張

ち
ょ
う

儀ぎ

（
？-

BC

三
〇
九

）
謀

略
を
見
抜
き
、
踊
ら
さ
れ
よ
う
と
す
る
懐か

い

王お

う

（
在
位
BC

三
二
八―

二
九
八
）
を
必
死
で
諫
め
た

が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
楚
の
将
来
に
絶
望
し
て
入
水
自
殺
し
た
。 

注
）
張
儀
は
、
中
国
戦
国
時
代
の
縦
横
家
・
政
治
家
。
蘇
秦
と
共
に
縦
横
家
の
代
表
的
人
物

と
さ
れ
、
秦
の
宰
相
と
し
て
蘇そ

秦し

ん

の
合
従
策
を
連
衡
策
で
打
ち
破
り
、
秦
の
拡
大
に
貢
献
し

た
。 屈

原
は
公
室
系
の
宗
族
（
広
義
の
王
族
）
の1

人
で
あ
り
、
屈
氏
は
景
氏
・
昭
氏
と
共
に

楚
の
王
族
系
で
も
最
高
の
名
門
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
こ
れ
は
三
閭

さ

ん

り

ょ

と
呼
ば
れ
る
）
。
家
柄
に

加
え
て
博
聞
強
記
で
詩
文
に
も
非
常
に
優
れ
て
い
た
た
め
に
懐
王
の
信
任
が
厚
く
、
令
尹

（
宰
相
）
に
次
ぐ
地
位
の
左
徒
と
な
っ
た
。 

当
時
の
楚
は
、
西
の
秦
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
が
主
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
す
る
対
応
策
は
、
西
に
あ
る
秦
と
同
盟
す
る
こ
と
で
安
泰
を
得
よ
う
と
す
る
親
秦
派
（
楚

に
お
け
る
連
衡
説
）
と
、
東
の
斉
と
同
盟
す
る
こ
と
で
秦
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
親
斉
派
（
楚

に
お
け
る
合
従
説
）
の
２
つ
分
か
れ
て
い
た
。
屈
原
は
親
斉
派
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。
屈
原
の

政
治
能
力
は
当
時
の
楚
で
は
群
を
抜
い
て
い
た
が
、
非
常
に
剛
直
な
性
格
の
た
め
に
同
僚
か

ら
嫉
妬

し

っ

と

さ
れ
て
讒
言
を
受
け
、
王
の
傍そ

ば

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
同
時
に
国
内
世
論
は
親
秦
派
に
傾

い
た
。 

屈
原
は
秦
は
信
用
な
ら
な
い
と
必
死
で
説
い
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
屈
原
の
心
配

ど
お
り
秦
の
謀
略
家
張

ち
ょ
う

儀ぎ

の
罠
に
懐か

い

王お

う

が
引
っ
か
か
り
、
楚
軍
は
大
敗
し
た
（
史
記
・
張
儀

列
伝 

第
十
に
詳
し
い
）
。
丹
陽
、
藍
田
の
大
敗
後
、
一
層
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
公
族
子
弟
の
教

育
役
で
あ
る
三
閭

さ

ん

り

ょ

大
夫
へ
左
遷
さ
れ
、
政
権
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。 

秦
は
懐
王
に
婚
姻
を
結
ぼ
う
と
持
ち
か
け
て
秦
に
来
る
よ
う
に
申
し
入
れ
た
。
屈
原
は
秦

は
信
用
が
な
ら
な
い
、
先
年
騙
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
た
の
か
と
諫
め
た
が
懐
王
は
親
秦
派
の

公
子
子し

蘭ら

ん

に
勧
め
ら
れ
て
秦
に
行
き
、
秦
に
監
禁
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

王
が
捕
ら
え
ら
れ
た
楚
で
は
襄

じ
ょ
う

王お

う

（
在
位
BC

二
九
八―

二
六
三
）
を
立
て
た
。
襄
王
の
令
尹

れ

い

い

ん

（
丞
相
）
に
屈
原
が
嫌
い
ぬ
い
た
子し

蘭ら

ん

が
な
っ
た
た
め
に
、
更
に
追
わ
れ
て
江
南
へ
左
遷
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
秦
に
よ
り
楚
の
首
都
郢え

い

が
陥
落
し
た
こ
と
で
楚
の
将
来
に
絶
望
し
て
、
石
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を
抱
い
て
汨べ

き

羅ら

江こ

う

（
洞
庭
湖
に
注
ぐ
長
江
右
岸
の
支
流
）
に
入
水
自
殺
し
た
。 

（「
史
記
」
屈
原
・
賈
生

か

せ

い

列
伝
、
他
） 

（
参
考
）
粽

ち
ま
き

の
由
来 

粽
ち
ま
き

は
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
由
来
は
、
楚
国
の
屈く

つ

原げ

ん

の
死
を
供
養

す
る
為
の
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
屈
原
の
命
日
の
５
月
５ 

日
に
な
る
と
、
河

に
身
を
投
げ
た
屈
原
の
死
を
嘆
い
た
人
々
は
、
米
を
詰
め
た
竹
筒
を
投
じ
て
霊
に
捧
げ
た

が
、
河
に
住
む
龍
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
龍
が
嫌
う
葉
で
米
を
包
み
、
五
色
の
糸

で
縛
っ
た
も
の
を
流
す
よ
う
に
な
っ
た
。 
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楚 

辞 
楚
辞

そ

じ

は
中
国
戦
国
時
代
の
楚
地
方
に
於
い
て
謡
わ
れ
た
詩
の
様
式
の
こ
と
。
ま
た
は
そ
れ
ら

を
集
め
た
詩
集
の
名
前
で
あ
る
。
全1

7

巻
。
そ
の
代
表
と
し
て
屈
原
の
「
離
騒

り

そ

う

」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
北
方
の
「
詩
経
」
に
対
し
て
南
方
の
「
楚
辞
」
で
あ
り
、
共
に
後
代
の
漢
詩
に
流
れ
て
い

く
源
流
と
さ
れ
る
。
ま
た
賦ふ

の
淵
源
と
さ
れ
、
合
わ
せ
て
辞
賦
と
言
わ
れ
る
。 

成

立 

書
物
と
し
て
の
「
楚
辞
」
の
成
立
は
前
漢
末
期
の
劉
向
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
散
逸
し
て
お
り
、
現
行
の
「
楚
辞
」
は
そ
れ
に
後
漢
の
王
逸

お
う
い
つ

が
自
ら
の
詩
を
合
わ
せ
た
「
楚

辞
章
句
」
が
現
在
伝
わ
る
最
古
の
「
楚
辞
」
で
あ
る
。
尚
、
北
宋
の
洪こ

う

興こ
う

祖そ

の
「
楚
辞
補
註
」

が
「
楚
辞
」
を
読
む
際
の
基
本
で
あ
り
、
他
に
朱
熹

し

ゅ

き

に
よ
る
「
楚
辞
集
註

し
っ
ち
ゅ
う

」
が
あ
る
。 

楚
の
歌
と
し
て
の
楚
辞 

古
代
、
楚
と
呼
ば
れ
た
国
と
そ
の
周
辺
、
最
近
で
は
「
楚
文
化
圏
」
と
い
う
風
に
も
呼
ば
れ

る
が
、
そ
の
楚
文
化
圏
に
は
、
他
の
国
々
と
は
異
な
る
独
自
の
文
化
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、

死
者
の
霊
魂
を
、
と
り
わ
け
厚
く
祀ま

つ

る
文
化
で
し
た
。
古
い
文
献
を
見
る
と
、
楚
の
人
々
は
、

死
者
の
霊
魂
の
存
在
を
厚
く
信
じ
、
や
り
過
ぎ
だ
と
思
う
ほ
ど
の
重
厚
な
祭
祀

さ

い

し

（
淫
祀
）
を
行

う
、
と
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
神
霊
祭
祀
の
場
に
お
い
て
は
、
歌
と
踊
り
、
そ
し
て
様
々

な
楽
曲
が
神
々
に
奉さ

さ

げ
ら
れ
た
、
と
も
書
い
て
あ
る
。 

楚
の
地
方
は
、
周
王
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
殷
王
朝
の
末
裔

ま
つ
え
い

た
ち
が
、
そ
の
文
化
財
産
と
一
緒
に

流
れ
込
ん
で
き
た
土
地
で
し
た
。
中
央
の
周
王
朝
か
ら
は
野
蛮
人
「
蛮ば

ん

夷い

」
と
呼
ば
れ
た
そ
の

文
化
は
、
実
は
質
的
に
は
周
王
朝
を
凌し

の

ぐ
、
極
め
て
洗
練
度
の
高
い
も
の
で
し
た
。
長
江
や
そ

の
支
流
で
あ
る
沅げ

ん

水す
い

・
湘

し
ょ
う

水す
い

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
水
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て
、
肥
沃

ひ

よ

く

な
大
地
と

自
然
の
要
害
に
守
ら
れ
た
楚
の
地
方
は
、
北
方
の
黄
河
流
域
と
は
異
な
る
独
自
の
文
化
を
生
み

育
は
ぐ
く

ん
で
い
た
。 

殷
王
朝
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ
洗
練
さ
れ
た
文
化
と
、
重
厚
な
死
者
儀
礼
と
が
合
体
し
た
楚
文

化
圏
で
は
、
人
間
の
死
後
の
世
界
、
魂
の
天
上
世
界
へ
の
昇
仙
を
、
人
々
は
様
々
な
様
式
で
表

現
し
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
物
語
と
な
り
、
一
つ
に
は
絵
画
と
な
り
、
や
が
て
歌
舞
劇
と
し

て
王
朝
祭
祀
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
生
ま
れ
た
の
が
楚
の
歌
と
し
て
の

楚
辞
で
し
た
。 

私
見
で
あ
る
が
、
中
国
か
ら
文
字
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
日
本
人
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
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「
論
語
」
に
代
表
さ
れ
る
漢
学
、
日
本
人
の
心
情
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
「
楚
辞
」
と
思
わ
れ
る
。 

内 
容 

以
下
の
十
七
巻
。
「
楚
辞
」
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
、
最
初
の
三
篇
で
あ
る
、
「
離
騒
」
、

「
九
歌
」、
「
天
問
」
で
あ
る
。（ 

）
で
示
す
の
は
、
王
逸
の
言
う
と
こ
ろ
の
作
者
。 

離
騒

り

そ

う

（
屈
原
） 

「
離
騒
」
篇
は
、
苦
悩
す
る
魂
の
遍
歴
の
物
語
で
あ
る
。
一
人
の
主
人
公
（
屈
原
）
が
登
場

し
、
正
し
い
血
筋
を
受
け
継
ぐ
高
貴
な
生
ま
れ
で
あ
り
、
か
つ
高
潔
な
魂
を
持
っ
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
讒
言
を
信
じ
自
分
を
理
解
し
な
い
君
主
に
冷
遇
さ
れ
、
世
間
の
汚
辱
に
堪
え
ず
、

こ
の
世
に
見
切
り
を
つ
け
て
天
上
世
界
へ
旅
に
出
る
。 

後
半
は
、
天
界
を
遊
行
す
る
主
人
公
が
、
神
話
の
世
界
の
中
で
理
想
を
追
求
し
て
失
敗
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
旅
立
と
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
長
編
の
物
語

は
終
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
滅
び
ゆ
く
も
の
の
美
し
さ
で
あ
る
。 

三
七
三
句
の
長
編
の
詩
。 

九
歌
（
屈
原
） 

神
々
と
の
饗
宴

き
ょ
う
え
ん

の
歌
で
あ
る
。
天
の
唯
一
絶
対
神
で
あ
る
「
東
皇
太
一
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

天
上
界
・
自
然
界
の
神
々
を
祭
る
う
た
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。 

天
問
（
屈
原
） 

天
に
対
す
る
問
い
か
け
で
あ
る
。
天
地
創
造
の
は
じ
め
か
ら
、
神
話
の
世
界
に
語
ら
れ
る
い

に
し
え
の
物
語
、
そ
し
て
人
間
世
界
の
道
理
か
ら
地
理
歴
史
の
知
識
に
至
る
ま
で
、
あ
わ
せ
て

一
七
二
の
問
い
が
発
せ
ら
れ
る
。 

九
章
（
屈
原
） 

屈
原
の
述
志
の
九
篇
の
詩
で
あ
り
、
詩
句
形
式
も
思
想
も
、
大
体
「
離
騒
」
と
同
様
で
あ
る
。 

第
５
章
「
懐
沙

か

い

さ

」
で
は
、
「
節
操
を
守
り
、
義
に
死
す
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
史
記 

屈
原
・
賈
生

か

せ

い

列
伝
」
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
賦
の
後
、
石
を
抱
い
て
汨べ

き

羅ら

に
身
を
投
じ
て

死
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

遠
遊
（
屈
原
） 

屈
原
は
放
逐
さ
れ
て
、
悲
嘆
の
は
て
に
、
宇
宙
を
達
観
し
、
世
俗
の
卑
狭
を
い
や
し
み
、
年

寿
の
長
く
な
い
の
を
悼い

た

み
、
長
生
不
死
の
仙
人
と
な
っ
て
、
宇
宙
の
極
に
遊
び
、
永
遠
の
世
の

は
て
を
見
尽
し
た
い
と
思
う
心
を
述
べ
た
。 
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卜
居

ぼ

く

き

ょ

（
屈
原
） 

屈
原
が
心
の
迷
い
を
決
す
る
た
め
に
、
太
卜
に
居
を
卜
っ
て
も
ら
う
と
み
せ
か
け
て
、
そ
れ

を
仮
り
て
世
人
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
（
朱
熹
）
。 

漁ぎ

ょ

父ほ

（
屈
原
） 

「
漁
父
辞
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
老
荘
風
の
漁
父
と
真
面
目
で
世
を
憂
え
て
い
る
屈
原
の
対
話

を
記
す
。
史
記
の
屈
原
・
賈
生

か

せ

い

列
伝
に
も
記
述
あ
り
。 

 

九
辯
以
下
の
諸
篇
は
、
こ
れ
ら
の
楚
の
歌
の
詠
い
ぶ
り
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
継
承
者
た
ち
が
歌
い

つ
い
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

九
辯

き
ゅ
う
べ
ん

（
戦
国
楚
の
宋そ

う

玉
ぎ
ょ
く

） 

宋
玉
が
屈
原
の
心
に
な
っ
て
、
深
く
そ
の
意
を
哀
れ
に
思
い
、
屈
原
の
辞
句
を
用
い
て
、
屈

原
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
九
辯
は
楚
辞
の
中
で
も
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

招
魂
（
宋
玉
） 

逃
れ
去
る
魂
を
招
き
よ
せ
る
歌
。
体
か
ら
抜
け
出
し
た
魂
を
招
き
よ
せ
る
歌
。
体
か
ら
抜
け

出
し
た
魂
に
向
っ
て
、
そ
の
行
先
が
苦
難
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
う
た
い
、
「
帰
っ
て
お
い

で
」
と
呼
び
か
け
る
歌
で
あ
る
。
日
本
に
も
古
く
か
ら
残
る
民
謡
「
ほ
た
る
こ
い
」
の
原
型
で

あ
る
。 

 

大
招
（
屈
原
あ
る
い
は
景
差
）、 

惜
誓
（
前
漢
の
誼ぎ

）、 

招
隠
士
（
淮
南
小
山
）、 

七
諌か

ん

（
東

方
）、 

哀
時
命
（
厳
忌
）、 

九
懐
（
前
漢
の
王
褒

お
う
ほ
う

）、 

九
歎
（
劉
向
）、 

九
思
（
後
漢
の
王

逸
） 

 

詩
の
様
式
と
し
て
の
楚
辞
は
六
言
な
い
し
七
言
で
謡
わ
れ
、
元
は
民
謡
で
あ
り
、
そ
の
源
流

は
巫み

こ

の
歌
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中
国
北
方
の
文
学
に
対
し
て
非
常
に
感
情
が
強
く
出
て

お
り
、
音
律
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
兮け

い

の
字
が
入
る
こ
と
が
特
徴
（
文
章
と
し
て
の
意

味
は
無
い
）
。 

（
新
釈
漢
文
大
系
「
楚
辞
」、
「
詩
経
・
楚
辞
」
一
六
六
頁
～
） 
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注
）
宋
玉
と
「
高
唐
賦
」 

宋そ

う

玉
ぎ
ょ
く 宋

玉
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
戦
国
末
期
（
紀
元
前
３
世
紀
頃
）
の
楚
の
文
人
。
屈
原
の
弟
子

と
も
後
輩
と
も
い
わ
れ
、「
屈
宋
」
と
併
称
さ
れ
る
。 

宋
玉
の
作
品
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
、『
楚
辞
章
句
』
の
「
九
弁
」「
招
魂
」。『
文
選
』
の

「
高
唐
賦
」
「
神
女
賦
」
な
ど
。 

高
唐
賦‥

巫
山
神
女
の
伝
承 

楚
の
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」（『
文
選
』
所
収
）
序
に
、
楚
の
懐
王
の
先
王
が
高
唐
（
楚
の
雲
夢

沢
に
あ
っ
た
台
館
）
に
遊
ん
だ
際
、
疲
れ
て
昼
寝
し
て
い
る
と
、
夢
の
中
に
「
巫
山
の
女

む
す
め

」

と
名
乗
る
女
が
現
れ
て
王
の
寵
愛
を
受
け
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

彼
女
は
立
ち
去
る
際
、
王
に
「
私
は
巫
山
の
南
の
、
険
し
い
峰
の
頂
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

朝
は
雲
と
な
り
、
夕
べ
は
雨
と
な
り
、
朝
な
夕
な
、
こ
の
陽
台
の
も
と
に
参
る
で
し
ょ
う
」

（
妾
在
巫
山
之
陽
、
高
丘
之
岨
、
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
。
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
之
下
。
）
と
告

げ
た
。 

こ
の
故
事
か
ら
、「
巫
山
の
雲
雨
」
あ
る
い
は
「
朝
雲
暮
雨
」
は
、
男
女
が
夢
の
中
で
契
り

を
結
ぶ
こ
と
、
あ
る
い
は
男
女
の
情
交
を
意
味
す
る
故
事
成
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

清
平
調
詞 

三
首 

其
の
二  

 

李
白 

 

一
枝
紅
艶
露
凝
香 

 

一
枝
の
紅
艶 

露
香
を
凝こ

ら
す 

雲
雨
巫
山
枉
断
腸 

 

雲
雨 

巫
山 

枉む
な

し
く
断
腸 

借
問
漢
宮
誰
得
似 

 

借
問
す 

漢
宮 

誰た

か
似
る
を
得
た
る 

可
憐
飛
燕
倚
新
粧 

 

可
憐
の
飛
燕

ひ

え

ん 

新
粧
に
倚よ

る 

（
訳
） 

一
本
の
あ
で
や
か
な
牡
丹
の
花
、
そ
の
上
に
置
く
露
は
花
の
香
り
を
結
晶
さ
せ
た
よ
う
。
こ
れ
に

比
べ
る
と
、
雲
と
な
り
雨
と
な
っ
た
巫
山
の
神
女
も
、
人
の
心
を
む
な
し
く
か
き
む
し
る
だ
け
で
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
お
た
ず
ね
す
る
が
、
別
嬪

べ
っ
ぴ
ん

ぞ
ろ
い
の
漢
の
後
宮
で
、
誰
が
楊
貴
妃
に
比
べ
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
愛
ら
し
い
趙

ち
ょ
う

飛
燕

ひ

え

ん

が
、
お
化
粧
し
た
ば
か
り
の
美
貌

び

ぼ

う

を
誇
る
姿
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
李
白
一
〇
〇
選 

一
一
三
頁
） 
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（
参
考
）
詩 

経 

中
国
最
古
の
詩
集
。
前
九
世
紀
か
ら
前
七
世
紀
に
か
け
て
の
詩
三
〇
五
編
を
収
め
る
。
伝
承
に

よ
れ
ば
、
孔
子
が
門
人
の
教
育
の
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
。「
風ふ

う

」「
雅
」「
頌

し
ょ
う

」
に
大
別
さ
れ
る
。 

「
風
」
は
さ
ら
に
十
五
の
「
国
風

こ
く
ふ
う

」
に
分
れ
て
黄
河
沿
い
の
国
々
の
民
謡
を
主
と
し
、「
雅
」
は

「
大
雅
」
と
「
小
雅
」
に
分
れ
、
周
の
朝
廷
の
宴
会
に
歌
わ
れ
た
も
の
で
、
建
国
伝
説
を
詠
ん

だ
長
編
叙
事
詩
を
含
む
。「
頌
」
は
「
周
頌
」「
魯
頌
」「
商
頌
」
に
分
れ
、
祖
先
の
廟
前
で
奏
せ

ら
れ
た
神
楽(

か
ぐ
ら)

と
考
え
ら
れ
る
。
詩
の
形
式
は
四
言
で
一
句
、
四
句
で
一
章
と
な
る
の

が
基
本
。 

 

・ 

詩
経
は
、
中
国
最
古
の
詩
篇
で
あ
る
（
詩
三
百
篇
）。 

そ
の
構
成
を
以
下
に
示
す
。 

① 

各
地
の
民
謡
を
集
め
た
「
風ふ

う

」： 

諸
国
の
民
謡
で
あ
り
民
草
の
心
情
が
反
映
し
た
も
の
。 

「
国
風
」
（
一
六
〇
篇
）
は
、
周

し
ゅ
う

南な
ん

（
関
雎

か
ん
し
ょ

、
桃
夭

と
う
よ
う

他
十
一
篇
）
、
召

し
ょ
う

南な
ん

（
甘
棠

か
ん
と
う

他
一
四

篇
）
、
邶は

い

（
一
九
篇
）
、
鄘よ

う

（
一
〇
篇
）
、
衛
（
一
〇
篇
）
（
注
：
邶
・
鄘
・
衛
は
本
来

す
べ
て
衛
の
国
の
歌
）
、
王
（
一
〇
篇
）
、
鄭て

い

（
二
一
篇
）
、
斉
（
十
一
篇
）
、
魏
（
七

篇
）
、
唐
（
一
二
篇
）
、
秦し

ん

（
黄
鳥
他
一
〇
篇
）
、
陳
（
一
〇
篇
）
、
檜か

い

（
四
篇
）
、
曹そ

う

（
四
篇
）
、
豳ひ

ん

（
七
篇
）
の
一
五
の
国
と
地
域
の
民
謡
を
収
め
る
。
諸
国
の
民
謡
で
あ
り

民
草
の
心
情
が
反
映
し
た
も
の
。 

② 

貴
族
や
朝
廷
の
公
事
・
宴
席
な
ど
で
奏
し
た
音
楽
の
歌
詞
で
あ
る
「
雅が

」
： 

天
下
の

政
ま
つ
り
ご
と

を
歌
っ
た
朝
廷
の
音
楽
。 

「
雅
」
は
さ
ら
に
「
小
雅

し
ょ
う
が

」
（
八
〇
篇
）
と
「
大
雅

た

い

が

」
（
三
一
篇
）
に
分
か
れ
る
。 

「
雅
」
と
は
正
な
り
。
王
政
の
由
っ
て
興
廃
す
る
所
を
言
う
。
正
に
大
小
あ
り
。
故
に
「
大

雅
」
あ
り
、
「
小
雅
」
あ
り
（
孟
詩
大
序
）
。 

「
小
雅
」
は
、
鹿
鳴

ろ
く
め
い

、
南
有
嘉
魚

か

ぎ

ょ

、
鴻こ

う

鴈が
ん

、
節
南
山
、
谷
風

こ
く
ふ
う

、
甫ほ

田で
ん

、
魚ぎ

ょ

藻そ
う

の
七
什

じ
ゅ
う

編
、 

「
大
雅
」
は
、
文
王
（
文
王
他
一
〇
篇
）
、
生
民
（
一
〇
篇
）
、
蕩と

う

（
十
一
篇
）
の
三
什

編
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。 

③ 

朝
廷
の
祭
祀
に
用
い
た
廟
歌
の
歌
詞
で
あ
る
「
頌

し
ょ
う

」‥
 

神
前
に
お
い
て
祖
先
の
功
績
を

た
た
え
る
も
の
。 

「
頌
」(

四
〇
篇
）
は
、
周(

三
一
篇
）
、
魯(

四
篇
）
、
商(

五
篇
）
の
三
頌
編
に
分
か
れ

る
。 

about:blank
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・ 

論
語
・
大
学
・
中
庸
で
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

論
語
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
君
子
の
教
養
で
あ
り
情
操
教
育
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。 

「
子
曰
く
、
小
子
、
何
ぞ
夫か

の
詩
を
学
ぶ
こ
と
莫な

き
や
。
詩
は
以
て
興お

こ

す
べ
く
、
以
て
観
る
べ

く
、
以
て
群
す
べ
く
、
以
て
怨
む
べ
し
。
邇ち

か

く
は
父
に
事つ

か

え
、
遠
く
は
君
に
事
え
、
多
く
、

鳥
獣
草
木
の
名
を
識し

る
。」（
陽
貨
一
七―

九
） 

 

周
南
・
関
雎

か
ん
し
ょ

（
み
さ
ご
の
歌
、
祝
婚
歌
） 

 

・ 

關
關

か
ん
か
ん

た
る
雎し

鳩
き
ゅ
う

は 

河
の
洲す

に
在
り 

 
 

窈
窕

よ
う
ち
ょ
う

た
る
淑
女
は 

君
子
の
好
逑

こ
う
き
ゅ
う 

参
差

し

ん

し

た
る
荇こ

う

菜さ
い

は 

左
右
に
之
を
流も

と

む 
 

窈
窕
た
る
淑
女
は 

寤
寐

ご

び

に
之
を
求
む…

 

・ 

訳
（「
詩
経
の
鑑
賞
」
） 

声
鳴
き
交か

わ

す
み
さ
ご
鳥 

河
の
中
洲

な

か

す

に
た
わ
ぶ
れ
ぬ 

 

心
や
さ
し
く
み
め
も
よ
き 

乙
女

お

と

め

ぞ
わ
れ
の
よ
き
伴と

も

ぞ 

長
き
短
き
水
草
の 

荇あ
さ

菜ざ

を
摘
む
は
右
左

み
ぎ
ひ
だ
り 

 

心
や
さ
し
く
み
め
も
よ
き 

乙
女

お

と

め

ぞ
わ
れ

の
恋
の
主 

 

周
南
・
桃
夭

と
う
よ
う

（
祝
婚
歌
）‥

「
詩
経
」
の
詩
三
〇
五
篇
の
中
で
一
番
有
名
な
の
は
、
お
そ
ら
く

こ
の
詩
。 

・ 

こ
の
詩
の
テ
ー
マ
は
、
結
婚
の
め
で
た
さ
を
寿

こ
と
ほ

ぐ
こ
と
に
あ
る
。 

桃
の
夭
夭

よ
う
よ
う

た
る
、
灼
灼

し
ゃ
く
し
ゃ
く

た
る
其そ

の
華は

な

あ
り 

之こ

の
子
于こ

こ

に
帰と

つ

が
ば 

其 そ

の
室
家

し

つ

か

に
宜よ

ろ

し
か
ら
ん 

桃
の
夭
夭
た
る
、
蕡ふ

ん

た
る
其
の
実
あ
り 

之
の
子
于
に
帰
が
ば 

其
の
家
室

か

し

つ

に
宜
し
か
ら
ん 

桃
の
夭
夭
た
る
、
其そ

の
葉
蓁
蓁

し
ん
し
ん

た
り 

 

之
の
子
于
に
帰
が
ば 

其
の
家
人

か

じ

ん

に
宜よ

ろ

し
か
ら
ん 

・ 

訳
（「
詩
経
の
鑑
賞
」
） 

桃
は
若
い
よ 

燃
え
立
つ
花
よ 

 

こ
の
娘こ

嫁ゆ

き
や
れ
ば 

ゆ
く
先
よ
か
ろ
う 

桃
は
若
い
よ 

大
き
い
実
だ
よ 

 

こ
の
娘
嫁
き
や
れ
ば 

ゆ
く
先
よ
か
ろ
う 

桃
は
若
い
よ 

茂
っ
た
葉
だ
よ 

 

こ
の
娘
嫁
き
や
れ
ば 

ゆ
く
先
よ
か
ろ
う 

 

鹿
鳴
之
什
・
鹿
鳴

ろ
く
め
い‥

 

古
来
、
朝
廷
で
招
待
者
と
饗
宴
を
開
い
た
時
に
演
奏
さ
れ
て
き
た
曲
。 

（
第
三
節
（
最
終
節
）
） 

・ 

呦
呦

ゆ
う
ゆ
う

た
る
鹿
鳴

ろ
く
め
い 

野
の
芩き

ん

を
食く

ら

う 

我
に
嘉か

賓ひ
ん

有
り 

瑟し
つ

を
鼓こ

し
琴き

ん

を
鼓
す 

瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
し 

和
楽
し
て
且か

つ
湛た

の

し
む 

我
に
旨し

酒し
ゅ

有
り 

以
て
嘉か

賓ひ
ん

の
心
を
燕
楽

え
ん
ら
く

せ
ん 
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・ 

訳
（「
詩
経
の
鑑
賞
」
） 

さ
お
し
か
（
牡
の
鹿
）
は
友
鳴
き
よ
び
て 

よ
も
ぎ
食は

む 

わ
れ
に
め
で
た
き
ま
ろ
う
ど

（
立
派
な
客
人
）
あ
り 

瑟
か
な
で 

琴
ひ
き
て 

楽
し
み
は
は
て
も
な
し 

わ
れ
に
う
ま
酒
あ
り 

ま
ろ
う
ど
の
心
楽
し
め
や
す
め
ら
ん 

 

文
王
之
什
・
文
王 

・ 

文ぶ
ん

王お
う

上か
み

に
在
り 

於あ
あ 

天
に
昭あ

き

ら
か
な
り 

周
は
旧
邦

き
ゅ
う
ほ
う

な
り
と
雖

い
え
ど

も 

其
の
命
は
維こ

れ
新あ

ら

た
な
り 

有ゆ
う

周
し
ゅ
う

顕あ
き

ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
や 
帝て

い

命め
い

時と
き

な
ら
ざ
ら
ん
や 

 

文
王
陟
降

ち
ょ
く
こ
う

し
て 

帝
の
左
右

に
在
り 

・ 

訳
（「
詩
経
の
鑑
賞
」
） 

・ 

天
に
ま
し
ま
す
文
王 

於あ
あ

そ
の
徳と

く

天
に
か
が
や
き
給た

ｍ

う 
 

周
は
旧ふ

る

き
邦く

に

な
れ
ど
も 

受

け
し
天
命
こ
そ
新あ

ら

た
な
れ 

げ
に
か
が
や
か
な
ら
ず
や
わ
が
周 

げ
に
い
み
じ
か
ら
ず
や
天
の
命 

 

文
王
の
御
魂

み

た

ま

は

天あ
ま

か
よ
い 

天
帝
の
み
側そ

ば

に
在お

わ

し
ま
す 
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漁
父
（
ぎ
ょ
ほ
） 

 

（
高
校
の
漢
文
教
材
で
「
漁
父

ぎ

ょ

ほ

辞
」
と
し
て
、
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
） 

原
文 屈

原
既
放
、
游
於
江
潭
、
行
吟
沢
畔
。
顔
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
漁
父
見
而
問
之
曰
、「
子
非

三
閭
大
夫
与
。
何
故
至
於
斯
。
」
屈
原
曰
、「
挙
世
皆
濁
、
我
独
清
。
衆
人
皆
酔
、
我
独
醒
。
是

以
見
放
。」 

漁
父
曰
、
「
聖
人
不
凝
滞
於
物
、
而
能
与
世
推
移
。
世
人
皆
濁
、
何
不
淈
其
泥
、
而
揚
其
波
。

衆
人
皆
酔
、
何
不
餔
其
糟
、
而
歠
其
釃
。
何
故
深
思
高
挙
、
自
令
放
為
。」 

屈
原
曰
、「
吾
聞
之
、『
新
沐
者
必
弾
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
。
』
安
能
以
身
之
察
察
、
受
物
之
汶

汶
者
乎
。
寧
赴
湘
流
、
葬
於
江
魚
之
腹
中
、
安
能
以
皓
皓
之
白
、
而
蒙
世
俗
之
塵
埃
乎
。」 

漁
父
莞
爾
而
笑
、
鼓
枻
而
去
。
乃
歌
曰
、 

滄
浪
之
水
清
兮 

可
以
濯
吾
纓 

滄
浪
之
水
濁
兮 

可
以
濯
吾
足 

遂
去
、
不
復
与
言
。 

書
き
下
し
文 

屈
原
既
に
放
た
れ
て
、
江
潭

こ
う
た
ん

に
游
び
、
行

ゆ
く
ゆ

く
沢た

く

畔は
ん

に
吟
ず
。
顔
色
憔
悴

し
ょ
う
す
い

し
、
形
容
枯
槁

こ

こ

う

せ
り
。 

漁ぎ
ょ

父ほ

見
て
之
に
問
う
て
曰
く
、「
子
は
大
夫

た

い

ふ

に
非
ず
や
。
何
の
故
に
斯こ

こ

に
至
る
や
」
と
。 

屈
原
曰
く
、「
世
を
挙あ

げ
て
皆
濁
り
て
、
我
独
り
清す

め
り
。
衆
人
皆
酔
ひ
て
、
我
独
り
醒さ

め
た

り
。
是
を
以
て
放
た
る
」
と
。 

漁
父
曰
く
、「
聖
人
は
物
に
凝
滞

ぎ
ょ
う
た
い

せ
ず
し
て
、
能よ

く
世
と
推
移
す
。
世
人

せ

じ

ん

皆
濁に

ご

ら
ば
、
何
ぞ

其
の
泥
を
淈に

ご

し
て
、
其
の
波
を
揚あ

げ
ざ
る
。
衆
人
皆
酔
は
ば
、
何
ぞ
其
の
糟か

す

を
餔く

ら

ひ
て
、
其
の

釃し
る

を
歠す

す

ら
ざ
る
。
何
の
故
に
深
く
思
ひ
高
く
挙あ

が
り
て
、
自
ら
放
た
れ
し
む
る
を
為
す
」
と
。 

屈
原
曰
く
、「
吾
之
を
聞
く
。『
新
た
に
沐も

く

す
る
者
は
必
ず
冠
を
弾は

じ

き
、
新
た
に
浴
す
る
者
は

必
ず
衣
を
振
ふ
』
と
。
安い

づ

く
ん
ぞ
能
く
身
の
察
察

さ
つ
さ
つ

た
る
を
以
て
、
物
の
汶
汶

も
ん
も
ん

た
る
者
を
受
け
ん

や
。
寧む

し

ろ
湘
流
に
赴

お
も
む

き
て
、
江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
る
と
も
、
安い

づ

く
ん
ぞ
能
く
晧
晧

ご
う
こ
う

の
白
き
を

以
て
し
て
世
俗
の
塵
埃
を
蒙

こ
う
む

ら
ん
や
」
と
。 

漁
父
莞か

ん

爾じ

と
し
て
笑
ひ
、
枻え

い

を
鼓
し
て
去
り
、
歌
つ
て
曰
く
、 

「
滄
浪
の
水
清
ま
ば
、 

以
て
吾
が
を
濯あ

ら

ふ
可べ

く
、 

滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、 

以
て
吾
が
足
を
濯
ふ
可
し
」
と
。 

遂
に
去
つ
て
、
復ま

た
与と

も

に
言
は
ず
。 
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現
代
語
訳 

屈 く
つ

原 げ
ん

は
追
放
さ
れ
て
、
湘

し
ょ
う

江 こ
う

の
淵
や
岸
を
さ
ま
よ
い
、
歩
き
な
が
ら
沢
の
ほ
と
り
で
歌
を

口
ず
さ
ん
で
い
た
。
顔
色
は
や
つ
れ
は
て
、
そ
の
姿
は
痩や

せ
衰
え
て
い
る
。
老
人
の
漁
師
が
彼

を
見
る
と
た
ず
ね
て
言
う
に
は
、「
あ
な
た
は
三
閭

さ
ん
り
ょ

大
夫

た

い

ふ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
う
し
た
わ

け
で
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。」
と
。
屈
原
は
言
う
に
は
、「
世
の
中
が
す
べ
て
濁

っ
て
い
る
中
で
、
私
だ
け
が
清
ら
か
で
あ
る
。
人
々
す
べ
て
酔
っ
て
い
る
中
で
、
私
だ
け
が

（
酔
い
か
ら
）
さ
め
て
い
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
追
放
さ
れ
た
の
だ
。」
と
。 

老
漁
師
が
言
う
に
は
、「
聖
人
は
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世
間
と
共
に
移
り
変
わ
る
の
で
す
。

世
の
人
が
皆
濁
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
（
ご
自
分
も
一
緒
に
）
泥
を
か
き
乱
し
、
そ
の
濁
っ

た
波
を
高
く
あ
げ
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。
人
々
が
皆
酔
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
（
ご
自
分

も
）
そ
の
酒
か
す
を
食
べ
て
、
薄
い
酒
を
飲
も
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。
ど
う
し
て
深
刻
に
思

い
悩
み
、
お
高
く
と
ま
っ
て
、
自
分
か
ら
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
る
の
で
す
か
。」
と
。 

屈
原
が
言
う
に
は
、「
私
は
こ
う
聞
く
。『
髪
を
洗
っ
た
ば
か
り
の
者
は
、
必
ず
冠
の
塵
を
弾

き
（
よ
ご
れ
を
払
っ
て
か
ら
被
り
）
、
入
浴
し
た
ば
か
り
の
者
は
、
必
ず
衣
服
を
ふ
る
っ
て
（
塵

を
落
と
し
て
）
か
ら
着
る
も
の
だ
』
と
。
ど
う
し
て
私
自
身
の
潔
白
な
身
に
、
汚
れ
た
も
の
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。（
い
や
受
け
い
れ
な
い
。）（
そ
れ
な
ら
）
い
っ
そ
の
こ
と

湘
江
の
流
れ
に
行
っ
て
（
身
を
投
げ
て
）、
川
魚
の
（
え
さ
と
な
っ
て
）
腹
の
中
に
葬
ら
れ
て

も
、
ど
う
し
て
純
白
の
身
を
世
俗
の
塵
や
ホ
コ
リ
を
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。」
と
。 

老
漁
師
は
に
っ
こ
り
と
笑
い
、（
ふ
な
ば
た
を
）
櫂
で
叩
き
な
が
ら
漕
ぎ
去
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
と
き
、
こ
う
歌
っ
た
。 

滄
浪
の
水
が
澄
ん
で
い
る
の
な
ら
、（
大
切
な
）
冠
の
紐
を
洗
お
う
。 

滄
浪
の
水
が
濁
っ
て
い
る
の
な
ら
、（
汚
れ
た
）
私
の
足
を
洗
お
う
。 

と
う
と
う
そ
の
ま
ま
去
っ
て
、
二
度
と
語
り
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

（
ネ
ッ
ト
「
高
校
古
文
・
漁
父
辞
」
を
一
部
修
正
） 

【
語
釈
】 

○
枯
槁‥

や
せ
て
生
気
の
な
い
。
○
三
閭
大
夫‥

屈
原
の
前
官
名
。
○
凝
滞‥

執
着
し
て

融
通
が
き
か
ぬ
。
其
の
釃
を
歠‥

そ
の
う
す
酒
（
し
た
み
酒
）
を
す
す
る
。
○
察
察‥

潔

白
。
○
汶
汶‥

暗
く
け
が
れ
た
さ
ま
。
○
晧
晧‥

白
い
形
容
。
貞
淑
に
喩た

と

え
る
。
○
莞
爾

‥

に
っ
こ
り
と
笑
う
。
○
枻‥

か
じ
。
○
兮‥

楚
の
歌
謡
に
独
特
の
助
字
で
、
意
味
は
な

く
、
旋
律
に
合
わ
せ
て
音
を
引
き
延
ば
す
役
割
を
す
る
。
○
滄
浪
の
水
清‥

世
に
道
が
行

わ
れ
る
喩
え
。
○
水
濁‥

道
無
く
乱
れ
た
世
の
喩
え
。 

注
）
史
記
の
屈
原
・
賈
生
列
伝
に
、
漁
父
と
の
問
答
の
記
述
あ
り
。 

孟
子
の
離
婁
章
句
上
８
に
、
「
滄
浪
の
歌
」
に
つ
い
て
の
孔
子
と
弟
子
の
問
答
の
記
述
あ

り
。 
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漁
父
辞
を
典
故
と
す
る
詩
の
紹
介 

「
漁
父
」
全
体
の
趣
旨
は
、
屈
原
の
高
潔
さ
を
讃
え
る
こ
と
に
あ
り
、
後
世
の
詩
人
達
も
「
人

生
に
於
け
る
高
潔
さ
」
を
求
め
た
詩
の
な
か
で
、「
俗
世
に
汚
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
己
の
強
い

信
念
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
」
時
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

   

帰
園
田
居
五
首 

其
五    

園
田
の
居
に
帰
る
五
首 

其
の
五   

東
晋
・
陶と

う

潜せ
ん 

悵
恨
獨
策
還 

 

悵
恨

ち
ょ
う
こ
ん

し
て
独
り
策つ

え

つ
き
て
還
る 

崎
嶇
歴
榛
曲 

 

崎
嶇

き

く

と
し
て
榛
曲

し
ん
き
ょ
く

を
歴ふ 

山
澗
清
且
淺 

 

山
澗

さ
ん
か
ん

清
く
且
つ
浅
し 

可
以
濯
吾
足 

 

以
て
吾
が
足
を
濯あ

ら

う
べ
し 

漉
我
新
熟
酒 

 

我
が
新
た
に
熟
せ
る
酒
を
漉こ

し 

隻
鷄
招
近
局 

 

隻
鷄

せ
き
け
い

も
て
近
局
を
招
く 

日
入
室
中
闇 

 

日
入
り
て
室
中
闇く

ら

し 

荊
薪
代
明
燭 

 

荊
薪
も
て
明
燭
に
代か

う 

歡
來
苦
夕
短 

 

歓
び
来
り
て
夕ゆ

う

べ
の
短
き
を
苦
し
み 

已
復
至
天
旭 

 

已す
で

に
復ま

た
天て

ん

旭
き
ょ
く

に
至
る 

 

【
語
釈
】 

○
崎
嶇‥

山
道
な
ど
の
険
し
い
さ
ま
。
○
榛
曲‥

草
や
ぶ
の
あ
る
曲
が
り
道
。
○
山
澗‥
山
と

山
に
挟
ま
れ
た
谷
川
。
○
苦
夕
短‥

「
古
詩
十
九
首
」
に
、
「
昼
は
短
く
し
て
夜
の
長
き
に
苦

し
む
、
何
ぞ
燭
を
秉と

っ
て
遊
ば
ざ
る
」
と
あ
る
。
○
天
旭‥

夜
が
明
け
て
明
る
く
な
る
こ
と
。 

【
通
釈
】 

生
の
は
か
な
さ
を
恨
み
な
が
ら
独
り
杖
を
つ
い
て
帰
っ
て
行
く
。
草
や
ぶ
の
茂
っ
た
険
し
い

曲
が
り
道
を
通
る
と
、
山
あ
い
の
谷
間
の
水
が
浅
く
清
ら
か
に
流
れ
て
い
て
、
足
を
洗
う
の
に

ち
ょ
う
ど
い
い
。 

家
に
帰
る
と
で
き
た
て
の
濁
り
酒
を
漉こ

し
、
鷄
を
一
羽
料
理
し
て
隣
近
所
の
人
々
を
招
く
。

日
が
暮
れ
て
部
屋
が
く
ら
く
な
る
と
、
木
の
枝
を
く
べ
て
明
る
い
ろ
う
そ
く
の
代
わ
り
に
す
る
。 

喜
び
が
極
ま
っ
て
夜
の
短
い
の
に
悩
み
、
気
が
つ
く
と
、
も
う
す
で
に
夜
が
明
け
て
い
る
。 

（
陶
淵
明
詩
選 

一
二
五
頁
） 

彭
沢
の
県
令
を
辞
職
し
て
ふ
る
さ
と
の
潯
陽
に
隠
棲
し
て
か
ら
以
後
、
陶
淵
明
は
死
ぬ
ま
で

仕
官
は
し
な
か
っ
た
。
俗
世
間
と
の
交
わ
り
を
断
ち
、
近
隣
の
人
び
と
に
接
し
、
田
園
の
生
活

を
謳
歌
し
て
い
る
。 
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（
陶
淵
明
詩
選 

一
一
三
頁
） 

   
天
末
懷
李
白 

 
 

天て
ん

末ま
つ

に
て
李
白
を
懐
う 

 

杜 

甫 

涼
風
起
天
末 

 

涼
風 

天
末
に
起
る 

君
子
意
如
何 

 
君
子 

意 

如
何

い

か

ん 

鴻
雁
幾
時
到 

 

鴻こ
う

雁が
ん 

幾
時
か
到
る 

江
湖
秋
水
多 

 

江
湖

こ

う

こ 
秋
水
多
し 

文
章
憎
命
達 

 

文
章
は
命
の
達
す
る
を
憎
み 

魑
魅
喜
人
過 

 

魑
魅

ち

み

は
人
の
過す

ぐ
る
を
喜
ぶ 

應
共
冤
魂
語 

 

応
に
冤え

ん

魂こ
ん

と
共
に
語
ら
ん
と
し
て 

投
詩
贈
汨
羅 

 

詩
を
投
じ
て
汨べ

き

羅ら

に
贈
る
べ
し 

【
通
釈
】 

涼
し
い
風
が
天
の
果
て
の
秦
州
に
吹
き
わ
た
る
こ
ろ
、
あ
な
た
は
今
、
ど
ん
な
心
境
で
お
ら

れ
る
こ
と
か
。
あ
な
た
か
ら
の
雁
の
便
り
は
い
つ
や
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
が
い

る
水
郷
地
帯
で
は
秋
の
水
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
来
、
文
学
と
い
う
も
の
は
作

者
の
運
命
の
栄
達
す
る
こ
と
を
憎
む
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
な
た
の
流
さ
れ
て
行
く
土
地
で
は
、

ば
け
も
の
ど
も
が
人
の
通
り
す
ぎ
る
こ
と
を
喜
ん
で
待
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
あ
な
た

は
、
き
っ
と
無
実
の
罪
に
死
ん
だ
屈
原
の
魂
と
と
も
に
語
り
あ
お
う
と
し
て
、
汨べ

き

羅ら

の
淵
に
詩

を
投
げ
こ
ん
で
贈
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

天
の
は
て
（
天
末
）
の
秦
州
で
、
李
白
を
懐
か
し
ん
で
の
作
。 

安
禄
山
の
乱
の
さ
い
、
李
白
は
南
方
に
政
府
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
永
王
璘り

ん

（
玄
宗
の
第
十
六

皇
子
）
の
幕
僚
と
な
っ
た
た
め
反
逆
罪
に
問
わ
れ
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
、
潯
陽
（
江
西
省
九

江
市
）
の
獄
に
つ
な
が
れ
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
、
夜
郎
（
貴
州
県
桐
梓
県
）
に
流
さ
れ
た
が
、 

翌
年
の
春
、
巫
山

ふ

ざ

ん

（
四
川
省
）
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
放
免
さ
れ
た
。
し
か
し
杜
甫
は
、
李
白
が

放
免
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
杜
甫
一
〇
〇
選 

一
六
四
頁
） 

 

  

龍
門
下
作 

 
 

龍
門
の
下
に
て
作
る 

 
 

 
 

白
楽
天 
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龍
門
澗
下
濯
塵
纓 

 

龍
門
澗
下

か

ん

か 

塵
纓

じ
ん
え
い

を
濯あ

ら

い 

擬
作
間
人
過
此
生 

 

間
人

か
ん
じ
ん

と
作な

っ
て
此
の
生
を
過
ご
さ
ん
と
擬ぎ

す 
筋
力
不
将
諸
処
用 

 

筋
力
は
将も

つ

て
諸
処

し
ょ
し
ょ

に
用
い
ず 

登
山
臨
水
詠
詩
行 

 

山
に
登
り
水
に
臨
み 

詩
を
詠
じ
て
行ゆ

か
ん 

【
通
釈
】 

龍
門
山
の
下
の
谷
で
塵
に
汚
れ
た
冠
の
ひ
も
を
洗
い
、
閑
人
と
な
っ
て
こ
の
生
涯
を
過

ご
そ
う
と
思
う
。
種
々
雑
多
な
こ
と
に
体
力
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
、
山
に
登
り
水

に
臨
み
、
詩
を
詠
じ
て
気
ま
ま
に
行
楽
し
よ
う
。 

 

白
楽
天
五
十
八
歳
の
作
。
官
僚
生
活
を
し
な
が
ら
も
隠
棲
し
て
い
る
さ
ま
を
、
洛
陽
の

南
、
龍
門
山
で
詠
う
。
こ
の
頃
に
は
「
中
隠
」
と
い
う
詩
も
あ
る
。
さ
し
ず
め
、
こ
の

「
龍
門
下
作
」
は
、
中
隠
を
実
行
す
る
詩
と
い
え
よ
う
。 （

白
楽
天
一
〇
〇
選 

二
七
五
頁
） 

 

漁 

父 
 

 
 

唐 

汪
遵

お
う
じ
ゅ
ん 

 
 

 
 

（
「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」
上
三
七
頁
） 

棹
月
眠
流
處
處
通 

 

月
に
棹さ

お

さ
し
流
れ
に
眠
り 

処
々
通
ず 

綠
蓑
葦
帶
混
元
風 

 

緑
り
ょ
く

蓑さ 

葦
帯

い

た

い 

混
元
の
風 

靈
均
説
盡
孤
高
事 

 

霊れ
い

均き
ん

は
説
き
尽
す 

孤
高
の
事 

全
與
逍
遙
意
不
同 

 

全
て
逍
遥

し
ょ
う
よ
う

と
意

こ
こ
ろ

同
じ
か
ら
ず 

【
語
釈
】 

○
混
元
風…

原
義
は
「
仙
風
道
骨
」
を
指
し
、「
世
俗
を
超
越
し
た
優
れ
た
人
の
容
貌
」
の
こ
と
。 

○
靈
均…

屈
原
の
字
。
戦
国
時
代
楚
の
王
族(

前
三
四
三
？
～
前
二
七
八
？)

。 

○
孤
高…

ひ
と
り
世
俗
か
ら
離
れ
て
超
然
と
し
て
い
る
こ
と
。 

○
逍
遙…

俗
事
を
離
れ
て
気
ま
ま
に
生
活
を
楽
し
む
こ
と
。 

【
通
釈
】 

月
に
棹
さ
し
、
流
れ
に
眠
り
あ
ち
こ
ち
に
行
く
。
緑
の
蓑
と
葦
の
帯
を
し
め
、
世
俗
を

越
え
た
容
貌
を
し
て
い
る
。
ひ
と
り
世
俗
か
ら
離
れ
て
超
然
と
し
た
生
き
方
は
屈
原
が
説

き
尽
し
た
事
で
あ
る
が
、
す
べ
て
俗
事
を
離
れ
て
き
ま
ま
な
生
活
を
楽
し
む
こ
と
と
意
は

同
じ
で
は
な
い
。 

 

「
漁
父
辞
」
を
読
む
と
こ
の
詩
を
思
い
出
す
。 

江
雪 

 
 

 

柳
宗
元
（
中
唐
、
七
七
三
～
八
一
九
） 

千
山
鳥
飛
絶 

 

千
山

せ
ん
ざ
ん 

鳥
飛
ぶ
こ
と
絶
え 
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万
径
人
蹤
滅 

 

万
径

ば
ん
け
い 

人
蹤

じ
ん
し
ょ
う

滅め
つ

す 

孤
舟
簑
笠
翁 

 

孤こ

舟
し
ゅ
う 

簑さ

笠
り
ゅ
う

の
翁お

う 
独
釣
寒
江
雪 

 

独ひ
と

り
釣
る 

寒か
ん

江こ
う

の
雪 

【
通
釈
】 

ど
の
山
々
に
も
飛
ぶ
鳥
の
影
は
絶
え
、
ど
の
小
み
ち
に
も
人
の
足
跡
は
消
え
た
。 

た
だ
一
そ
う
の
小
舟
、
簑
笠
（
み
の
か
さ
）
を
つ
け
た
老
人
。
老
人
は
、
一
人
で
雪
の
降

り
し
き
る
川
面
に
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
詩
は
、
孤
独
な
作
者
の
境
遇
と
、
孤
独
に
ひ
た
す
ら
耐
え
る
作
者
の
心
と
を
一
枚

の
画
幅
に
託
し
て
う
た
っ
た
も
の
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
漢
詩
鑑
賞
辞
典
四
〇
七
頁
） 

 


